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東
大
阪
大
学
短
期
大
学
部

松
井
欣
也
教
授
が

「
災
害
時
こ
そ
昆
虫
食
」上
梓

食
の
研
究
に
没
頭
。

　

今
で
は
、
昆
虫
食
の
第

一
人
と
し
て
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど

で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら

れ
、「
昆
虫
食
と
い
え
ば

東
大
阪
大
学
の
松
井
先

生
」
と
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。

　

昨
年
末
に
は
「
災
害
時

こ
そ
昆
虫
食
」
を
ド
ニ
エ

プ
ル
出
版
か
ら
上
梓
し

た
。
全
国
の
書
店
で
発
売

中
。
定
価
５
５
０
円
（
税

込
み
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ド
ニ

エ
プ
ル
出
版
（
☎
０
７
２

　
「
男
性
は
触
る
こ
と
が

で
き
る
の
に
、
な
か
な
か

食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。そ
れ
に
対
し
て
、

女
性
は
触
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
す
が
、
す
ぐ
に

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
」

　

昆
虫
食
に
つ
い
て
そ
う

語
る
の
は
東
大
阪
大
学
短

期
大
学
部
の
松
井
欣
也
教

授
（
61
）。
学
内
外
で
昆

虫
食
の
イ
ベ
ン
ト
を
し
ば

し
ば
開
い
て
い
る
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
抵
抗
な
く

昆
虫
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
に
啓
蒙
活
動
を
続

け
る
の
だ
。

　

で
は
、
い
ざ
と
う
の
は

い
つ
か
。災
害
時
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
が
起

こ
っ
て
３
カ
月
後
に
松
井

教
授
は
現
地
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
入
っ
た
。

避
難
者
の
栄
養
状
態
確
認

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
専
門
家

（
栄
養
士
）
と
し
て
す
る

た
め
に
。

　

３
カ
月
経
っ
て
い
た
の

で
、
あ
る
程
度
は
き
ち
ん

と
し
た
食
事
を
し
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
行
っ
て
み

る
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。

　

お
に
ぎ
り
や
菓
子
パ
ン

を
常
食
に
し
て
お
り
、
タ

ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
不

足
で
体
調
不
良
を
訴
え
る

人
が
多
か
っ
た
。
こ
の
現

実
を
目
の
当
た
り
に
し
た

松
井
教
授
は
、
災
害
時
の

食
事
つ
い
て
研
究
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

研
究
を
重
ね
る
う
ち
に

国
連
が
推
奨
す
る
昆
虫
食

に
出
合
っ
た
。
昆
虫
は
高

タ
ン
パ
ク
で
良
質
な
不
飽

和
脂
肪
酸
、カ
ル
シ
ウ
ム
・

鉄
分
・
亜
鉛
な
ど
の
ミ
ネ

ラ
ル
が
多
い
。

　

こ
の
優
れ
た
食
材
を
災

害
食
に
で
き
れ
ば
と
昆
虫

　

ス
タ
ー
ト
は

国
内
外
で
活
躍

す
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
平
原
誠
之
さ

ん
に
よ
る
ソ
ロ

演
奏
。
会
場
が

新
春
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
た
。

　

引
き
続
き
、

嶋
田
亘
会
頭
が

挨
拶
し
、
念
願

の
新
会
館
が
完
成
し
た
喜

び
と
お
礼
を
述
べ
た
。
同

商
工
会
議
所
創
立
の
昭
和

12
年
、
荒
川
に
会
館
を
建

て
た
。
老
朽
化
に
伴
い
、

昭
和
41
年
永
和
に
新
築
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
が

経
過
。建
物
が
老
朽
化
し
、

会
員
の
サ
ー
ビ
ス
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
。

　

平
成
22
年
に
会
館
運
営

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

話
し
合
い
を
繰
り
返
し

た
。
平
成
30
年
末
に
会
館

新
築
工
事
が
始
ま
り
、
こ

の
日
（
１
月
７
日
）
め
で

た
く
竣
工
と
な
っ
た
。
近

鉄
河
内
永
和
駅
前
、
市
民

会
館
跡
地
と
あ
っ
て
便
利

で
利
用
し
や
す
い
。

　

１
階
に
は
東
大
阪
市
立

永
和
図
書
館
が
、
３
階
に

は
東
大
阪
労
働
基
準
監
督

署
が
入
り
、
複
合
施
設
と

し
て
多
く
の
人
が
出
入
り

す
る
だ
ろ
う
。
地
域
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
的
役
割
も
担

う
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
宗
清

皇
一
衆
議
院
議
員
、
野
田

義
和
東
大
阪
市
長
ら
が
お

平原誠之さんがピアノ演奏で新春ムードを演出 野田義和市長
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田中啓司社長

株
式
会
社
摂
津
金
属
工
業
所

社長　田中啓司
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「
私
は
今
レ
バ
ノ
ン
に
い
る
」。
保
釈

中
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
（
元
日
産

自
動
車
会
長
）
の
声
明
だ
。「
寝
耳
に
水
」

と
驚
く
辣
腕
弁
護
士
。
記
者
は
18
年
12

月
１
日
号
で
「
救
世
主
は
ど
こ
へ
」
と

題
し
て
、
羽
田
空
港
で
の
逮
捕
を
「
こ

れ
は
序
曲
に
過
ぎ
な
い
」
と
書
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
余
、
19
年
12
月
29
日
午
後
11
時

過
ぎ
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ

ッ
ト
機
が
ト
ル
コ
へ
飛
び
立
っ
た
。
同
31
日
「
不

公
平
と
政
治
的
迫
害
か
ら

逃
げ
た
。
こ
れ
か
ら
自
由

に
や
り
取
り
が
で
き
る
。
８
日
に
声
明
」と
挑
発
。

国
際
的
な
論
争
が
始
ま
る
。

　

気
に
な
る
記
事
が
あ
っ
た
。
12
月
中
旬
に
ハ
リ

ウ
ッ
ド
の
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
自
身
の
逮
捕

劇
や
日
本
の
司
法
に
関
す
る
映
画
の
構
想
を
話
し

た
と
い
う
。「
有
罪
が
前
提
」「
基
本
的
人
権
の
否

定
」「
仕
組
ま
れ
た
司
法
制
度
の
人
質
」
な
ど
を

訴
え
て
い
た
か
ら
保
釈
後
に
書
い
た
シ
ナ
リ
オ
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
日
本
の
司
法
制
度
の
告
発
で
あ
り

改
善
を
促
す
指
摘
で
も
あ
る
。

　

１
９
９
９
年
、
ル
ノ
ー
か
ら
瀕
死
の
日
産
に
送

り
込
ま
れ
た
「
再
建
請
負
人
」
は
冷
酷
無
比
な
リ

ス
ト
ラ
断
行
で
Ｖ
字
復
活
を
果
た
し
、
カ
リ
ス
マ

経
営
者
と
称
え
ら
れ
た
。
今
は
逃
亡
者
だ
。
映
画

に
な
り
や
す
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
レ
バ
ノ
ン
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
国
際
的
な
動
線
と
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
絵
に
な
る
。
日
仏
政
府
が
か
ら
む
ル
ノ
ー

と
日
産
の
主
導
権
争
い
は
権
力
闘
争
と
陰
謀
の
構

図
に
加
え
、
尋
問
や
法
廷

場
面
は
人
間
心
理
の
葛
藤

が
見
せ
場
と
な
る
。
密
出
国
支
援
の
プ
ロ
集
団
な

ど
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
だ
。
だ
が
平
凡
す
ぎ
る
。

　

そ
う
だ
、
経
済
危
機
と
汚
職
国
家
レ
バ
ノ
ン
の

改
革
者
に
し
よ
う
。民
衆
の
歓
喜
の
先
に
あ
る「
驚

き
の
結
末
」
は
「
救
世
主
」
ゴ
ー
ン
レ
バ
ノ
ン
大

統
領
だ
。

　

日
本
の
空
港
な
ど
の
無
防
備
さ
や
法
制
度
の
不

備
を
つ
か
れ
た
「
脱
出
劇
」。
国
は
危
機
感
を
も

っ
て
緊
急
対
策
を
急
い
で
ほ
し
い
。

晴耕雨読

戻
ら
ぬ
救
世
主
の
結
末

　

１
９
３
６
年
、
現
社
長
・
田
中
啓
司
さ
ん

（
48
）
の
祖
父
（
初
代
）
が
岸
田
堂
で
プ
レ
ス

工
場
を
創
業
。
１
９
６
７
年
、父
親
（
２
代
目
）

が
株
式
会
社
摂
津
金
属
工
業
所
を
設
立
、
店
舗

什
器
の
業
界
に
参
入
し
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
拡
充
等
、
言
わ

ば
時
代
の
要
求
に
よ
り
店
舗
家
具
・
什
器
の
量

産
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
。

　

田
中
啓
司
さ
ん
は
東

大
阪
市
岸
田
堂
に
て
生

を
享
け
、
関
西
大
学
商

学
部
で
学
ん
だ
。
卒
業

後
は
金
融
機
関
に
３
年

間
勤
務
し
た
。

　

入
社
の
キ
ッ
っ
か
カ

ケ
は
経
理
担
当
の
母
親

の
「
戻
っ
て
来
て
欲
し

い
」の
ひ
と
言
だ
っ
た
。

安
定
し
た
企
業
に
は
未

練
が
あ
っ
た
が
、
両
親

の
苦
労
を
見
て
い
れ
ば

覚
悟
を
決
め
ざ
る
を
得

ず
、
27
歳
の
と
き
に
入

社
し
た
。

　

入
社
し
て
３
年
後
、

大
規
模
店
舗
規
制
法
が

施
行
さ
れ
、
店
舗
什

器
も
海
外
生
産
へ
の

シ
フ
ト
が
進
み
、
業

績
が
急
激
に
悪
化
し

た
。
お
定
ま
り
の
銀

行
の
貸
し
渋
り
、
不

採
算
工
場
の
閉
鎖
、

人
員
削
減
の
実
行
、

こ
の
時
期
が
最
も
し

ん
ど
か
っ
た
と
田
中

社
長
は
語
る
。

　

こ
の
時
期
に
次
男

の
良
幸
さ
ん
（
取
締

役
本
部
長
）
と
三
男

の
道
明
さ
ん
（
工
場

長
）
が
入
社
、
三
兄
弟

揃
い
踏
み
で
大
き
な
推

進
力
と
な
っ
た
。

　

１
９
９
８
年
に
本
社

を
東
大
阪
市
加
納
に
移

転
。
２
０
０
１
年
、
三

重
県
伊
賀
市
に
上
野
工

場
を
開
設
、
造
管
ラ
イ

ン
を
導
入
し
た
。

　

２
０
０
８
年
以

降
は
黒
字
化
に
転

じ
、
２
０
１
０
年

に
３
代
目
代
表
取

締
役
に
就
任
し

た
。
加
納
本
社
工

場
で
は
、ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の

レ
ー
ザ
ー
加
工
機

や
、
イ
タ
リ
ア
・

ア
デ
ジ
ェ
社
製
の

パ
イ
プ
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
等
々
、
最

新
鋭
の
加
工
設
備

が
フ
ル
稼
働
し
て

い
る
。

　

事
業
内
容
は
店

舗
用
陳
列
台
・
陳

列
金
物
の
開
発
製

造
お
よ
び
販
売
、

住
宅
設
備
品
の
開

発
製
造
お
よ
び
販

売
、
パ
イ
プ
材
を

主
と
し
た
金
属
鈑

金
加
工
が
主
な
概
要

だ
。

　

商
品
ア
イ
テ
ム
は
ほ

と
ん
ど
が
Ｏ
Ｅ
Ｍ
商
品

で
あ
り
、
２
０
１
６

年
に
初
の
自
社
ブ
ラ

ン
ド
商
品
「Room in 

Room

」
の
開
発
製
造

お
よ
び
販
売
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

今
後
、
国
内
市
場
の

み
な
ら
ず
欧
米
市
場
に

積
極
的
に
販
売
促
進
し

て
い
く
計
画
を
進
め
て

い
る
。

　

社
長
就
任
後
、
心
が

け
て
い
る
こ
と
を
聞
く

と
、「
い
か
に
社
員
を

幸
せ
に
成
長
さ
せ
ら
れ

る
か
を
常
に
考
え
て
い

る
。
ま
た
同
時
に
会
社

と
し
て
社
会
へ
の
貢
献

に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
る
」。

　

今
後
の
目
標
を
聞
く

と
、「
利
益
追
求
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
社
員
も

顧
客
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
商
品
を
創
り
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

信
条
は
「
今
日
よ
り

明
日
、
明
日
よ
り
明
後

日
、
と
進
化
し
続
け
た

い
」
と
の
こ
と
。

　
「Room in Room

」

ブ
ラ
ン
ド
が
世
界
市
場

を
席
捲
す
る
日
が
待
ち

ど
う
し
い
。（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

6

八
尾
自
動
車
教
習
所
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２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

社員も顧客もワクワクするような商品を

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社 監　　修　（一社）災害避難研究所

企画開発　大興産業株式会社
製　　造　マツモラ産業株式会社
T　E　L　072-925-3450

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版

ホ
ー
ク
ラ
イ
ト
ゼ
ッ
ト

ホ
ー
ク
ラ
イ
ト
ゼ
ッ
ト

太
陽
光
パ
ネ
ル
で

　

毎
月
の
コ
ス
ト
０
円

太
陽
光
パ
ネ
ル
で

　

毎
月
の
コ
ス
ト
０
円

現
す
れ
ば
、
英
国
民
は
社

会
的
に
保
守
化
し
て
い
る

と
言
え
る
。
こ
の
潮
流
が

保
守
党
圧
勝
に
結
実
し

た
。

　

わ
が
国
日
本
は
確
か
に

ア
ジ
ア
世
界
の
一
員
で
あ

る
。
だ
が
、
ア
ジ
ア
社
会

と
同
質
で
は
な
い
。
日
本

は
日
本
。
ア
ジ
ア
社
会
と

は
す
べ
て
が
違
う
。
国
際

社
会
が
日
本
は
大
陸
の
一

部
だ
と
断
じ
れ
ば
、
日
本

国
民
は
一
斉
に
猛
反
発
す

る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

は
英
国
民
に
も
共
通
す

る
。
英
国
は
英
国
で
あ
っ

て
、
欧
州
世
界
の
一
部
で

な
い
。

　

か
つ
て
「
七
つ
の
海
」

を
支
配
し
た
大
英
帝
国
。

そ
の
延
長
線
上
に
英
連
邦

が
あ
る
。
英
国
は
欧
州
社

会
で
な
く
、
英
連
邦
諸
国

を
束
ね
る
。
法
定
通
貨
は

ユ
ー
ロ
で
は
な
く
、
ポ
ン

ド
。
ポ
ン
ド
が
流
通
し
、

国
際
金
融
の
要
を
演
じ

る
。
首
都
ロ
ン
ド
ン
の
金

融
街
シ
テ
ィ
ー
。
東
京
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
国

際
金
融
の
ハ
ブ
と
し
て
の

役
割
を
担
う
。
シ
テ
ィ
ー

に
代
わ
る
国
際
金
融
都
市

は
欧
州
諸
国
に
存
在
し
な

い
。
そ
れ
だ
け
に
英
国
民

は
誇
り
高
い
。

　

た
だ
、
英
国
社
会
の
前

途
は
多
難
だ
。
Ｅ
Ｕ
か
ら

の
離
脱
に
備
え
て
、
自
由

貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や

経
済
連
携
協
定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
手
続
き
を
無

視
す
る
と
、
再
び
「
合
意

な
き
離
脱
」
へ
と
陥
落
す

る
。
そ
の
時
間
は
１
年
し

か
な
い
。
お
そ
ら
く
は
時

間
不
足
に
直
面
す
る
だ
ろ

う
。

　

日
本
や
米
国
な
ど
主
要

国
と
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
締
結
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
。
そ
う
で
な
い
と
、
英

国
は
国
際
的
孤
立
に
追
い

込
ま
れ
る
。

　

国
際
金
融
都
市
と
し
て

の
位
置
づ
け
は
不
動
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
モ
ノ
づ
く

り
の
現
場
は
試
練
に
直
面

す
る
は
ず
だ
。
一
時
的
に

し
ろ
、
製
造
業
は
苦
難
を

強
い
ら
れ
る
。
世
界
の
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
は
対
英
国

投
資
を
手
控
え
る
だ
ろ

う
。
英
国
脱
出
に
拍
車
が

か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
部
の
日
系
企
業
は
早
く

も
撤
退
を
表
明
し
て
い

る
。

　

雇
用
の
場
が
失
わ
れ
、

失
業
者
が
街
角
に
溢
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。
外
国
人

労
働
者
の
首
は
飛
び
、
帰

国
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

英
国
に
は
た
と
え
ば
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
外
国

人
労
働
者
が
多
数
移
住

し
、
製
造
現
場
の
戦
力
と

し
て
役
立
っ
て
き
た
。
だ

が
、
職
を
失
っ
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
労
働
者
は
帰
国
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
な

　

議
会
は
不
甲
斐
な
か
っ

た
が
、
英
国
民
は
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
の
離
脱

と
い
う
英
断
を
下
し
た
。

　

英
国
民
は
自
ら
が
居
住

す
る
地
域
の
生
活
を
最
重

要
視
す
る
傾
向
が
強
く
な

っ
た
。
国
際
派
は
少
数
と

な
る
一
方
、
内
向
く
層
が

厚
く
な
っ
た
。
あ
え
て
表

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
０
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
13

　

会
議
は
踊
る
、
さ
れ
ど

進
ま
ず
。

　

英
国
議
会
は
空
虚
な
議

論
ば
か
り
を
繰
り
返
し
、

実
質
的
な
討
論
を
先
送
り

し
て
き
た
。
機
能
不
全
に

陥
り
、
膨
大
な
時
間
が
浪

費
さ
れ
た
。
突
破
口
を
開

け
た
人
物
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン

首
相
。
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、
総
選
挙
に
打
っ
て
出

た
。
そ
の
政
治
家
と
し
て

の
嗅
覚
は
鋭
く
、
保
守
党

の
圧
勝
を
導
い
た
。

縮
小
均
衡
に
向
か
う
英
国
社
会

縮
小
均
衡
に
向
か
う
英
国
社
会

る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
職

を
得
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
労
働
者
が
帰
国
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

英
国
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

は
北
海
油
田
が
備
わ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
市
民
は
英
国
か

ら
の
独
立
を
標
榜
。
英
国

か
ら
独
立
し
て
、
Ｅ
Ｕ
に

残
留
す
る
道
を
選
択
し
た

い
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
市

民
は
隣
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

と
の
統
一
を
模
索
す
る
。

国
家
統
一
は
朝
鮮
半
島
よ

り
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
が

先
行
す
る
。

　

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
契

機
に
、
英
国
社
会
に
は
遠

心
力
が
作
用
し
て
く
る
。

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―

11

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

電
気
主
任
技
術
者
電
験
３
種
取
得
者

募　集

新年賀会新年賀会並びに並びに竣工披露パーティー竣工披露パーティー
　

東
大
阪
商
工
会
議
所
の
新
年
賀
会
並
び
に
竣
工
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー

が
１
月
７
日
に
同
商
工
会
議
所
新
会
館
４
階
会
議
室
（
東
大
阪
市
永

和
２
―
１
―
１
）
で
開
か
れ
た
。

東大阪商工会議所

「災害時こそ昆虫食」を持つ松井欣也教授

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

同
会
議
所
恒
例
の
鏡
開

き
は
子
年
の
メ
ン
バ
ー
が

行
っ
た
。
布
施
戎
ミ
ス
福

娘
と
準
ミ
ス
福
娘
の
か
わ

い
ら
し
い
掛
け
声
で
、
勢

い
よ
く
鏡
を
開
い
た
。

念
願
の
新
会
館
完
成
祝
う

―
９
２
６
―
５
１
３
４
）

へ
。
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を
住
み
続
け
た
い
街
に
す

る
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま

す
」
と
、
山

口
孝
満
八
尾

商
工
会
議
所

会
頭
は
「
第

４
次
産
業
革

命
の
現
在
、

ど
う
す
れ
ば

八
尾
の
商
工

業
が
発
展
す

る
の
か
を
一

緒
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ

う
」
と
そ
れ

ぞ
れ
述
べ
た
。

　

市
長
、
会
頭
ど
ち
ら
も

就
任
後
初
め
て
の
新
年
と

あ
っ
て
緊
張
し
た
面
持
ち

だ
っ
た
。
新
し

い
リ
ー
ダ
ー
の

抱
負
を
聞
き
、

参
加
者
は
心
新

た
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
越

智
妙
子
八
尾
市

議
会
議
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
懇

親
会
が
始
ま
っ

た
。
新
年
の
あ

い
さ
つ
や
名
刺

交
換
な
ど
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
行

わ
れ
て
い
た
。

市長市長、、会頭 就任後会頭 就任後
初めての新年迎えて初めての新年迎えて

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
税
コ

ラ
ム
「
笑
う
税
理
士
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
「
笑
え
る
税
金
教
室
」
を
東
大
阪
新

聞
社
の
ご
協
力
で
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
ぜ
大
い
な

る
野
望
で
あ
る

か
。
そ
れ
は
天
皇

陛
下
が
主
催
さ

れ
る
園
遊
会
に
、

私
が
招
待
さ
れ

る
た
め
の
第
一

歩
と
な
る
か
ら

で
す
。
す
で
に
、

笑
う
と
こ
ろ
で

す
よ
。

　

こ
の
「
笑
え
る

税
金
教
室
」
は
、
い
ま
や
難
し
く
て
税
の

専
門
家
も
理
解
に
苦
し
む
税
の
話
を
笑
わ

せ
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
未
だ

か
つ
て
な
い
企
画
だ
か
ら
で
す
。
な
に
！

税
で
笑
わ
せ
る
？　

こ
ん
な
過
酷
な
こ
と

に
挑
ん
だ
税
理
士
が
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
野
望
は
続
き
ま
す
。
も
し
難
し

い
税
の
話
が
笑
っ
て
読
め
る
と
し
た
ら
、

世
間
が
ほ
っ
て
お
く
で
し
ょ
う
か
。
小
・

中
・
高
校
と
す
べ
て
の
図
書
室
に
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が

「
笑
え
る
税
金
教
室
」

を
読
む
と
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。
中
学

生
が
税
の
公
平
性
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
に
な
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
自
分
た
ち

の
国
の
未
来
を
選
挙

権
も
な
い
う
ち
か
ら

理
解
し
議
論
す
る
の

で
す
。
高
齢
化
社
会
、
年
金
問
題
も
中
学

生
の
ア
イ
デ
ア
で
解
決
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
な
っ
て
参
り
ま
す
と
、
大
人

も
黙
っ
て
は
お
れ
ま
せ
ん
。「
な
ん
だ
、

そ
の
お
か
し
な
本
は
？
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
、書
店
に
も
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

手
に
取
っ
た
大
人
も
、
な
る
ほ
ど
日
本
の

税
は
こ
の
様
に
な
っ
て
い
た
の
か
…
と
な

り
、
税
が
ブ
ー
ム
と
な
り
テ
レ
ビ
番
組
も

税
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
行

列
の
で
き
る
税
理
士
事
務
所
」
と
か
。

　

こ
う
な
っ
て
参
り
ま
す
と
、
国
民
レ
ベ

ル
で
の
税
の
議
論
と
な
り
、
税
を
理
解
し

始
め
ま
す
と
、
選
挙
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
も
分
か
っ
て
き
ま
す
の
で
、
選
挙
に
も

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
税
と
い

う
お
金
の
流
れ
を
通
じ
て
世
の
中
に
関
心

を
持
ち
や
す
く
す
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
野
望
は
続
き
ま
す
。
全
国
の
中

学
校
は
１
万
校
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
各

校
１
冊
ず
つ
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま
す

と
、
１
冊
あ
た
り
１
０
０
円
儲
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
し
て
、
１
０
０
万
円
儲
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
っ
た
ら
、
シ

リ
ー
ズ
化
し
て
30
冊
は
書
き
ま
す
よ
。
そ

う
な
り
ま
す
と
、
中
学
校
だ
け
で
３
千
万

円
儲
か
り
ま
す
。
ぬ
は
は
は
は
は
は
。

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室

１

税理士 上西　知

１
月
31
日
㈮

16：
30
〜
18：
00
予
定

観
覧
無
料
会
場
：
ア
リ
オ
八
尾
光
町
ス
ク
エ
ア
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
：
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

大いなる野望
以
上
が
参
集
し
、
新
し
い

門
出
を
祝
福
し
た
。

12
月
３
日
秋
晴
れ
の

中
、
株
式
会
社
松
下
工
作

　

工
場
敷
地
は
２
０
０

坪
、
新
工
場
の
内
壁
は
ア

イ
ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
、
鉄

骨
は
グ
リ
ー
ン
色
仕
上
げ

で
、
工
場
内
の
雰
囲
気
が

ソ
フ
ト
な
感
じ
が
す
る
。

　

松
下
寛
史
社
長
の
挨
拶

所
が
新
工
場
を
竣
工
、
取

引
先
・
協
力
会
社
他
80
人

に
引
き
続
き
来
賓
客
を
代

表
し
て
、
野
田
義
和
東
大

阪
市
長
が
新
工
場
竣
工
の

祝
辞
を
述
べ
た
。
市
長
は

「
東
大
阪
は
モ
ノ
づ
く
り

の
メ
ッ
カ
と
言
わ
れ
、
６

千
社
の
町
工
場
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
様
々

な
要
因
で
年
々
工
場
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
東
大
阪

も
各
種
の
施
策
を
打
っ
て

い
ま
す
が
、
厳
し
い
現
況

の
な
か
で
、
本
日
の
松
下

工
作
所
さ
ん
の
新
工
場
竣

工
は
誠
に
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。
今
後
の
更
な
る
発

展
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
」
と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

　
「
前
例
の
な
い
モ
ノ
づ

く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

さ
ら
に
高
次
元
・
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
進
化
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

（
小
川
秀
人
）

　

地
上
に
出
る
と
、
い
つ
も
以
上
に
フ
レ
シ
チ
ャ

ー
テ
ィ
ク
通
り
は
賑
わ
っ
て
い
る
。
タ
ラ
ス
社
長

に
つ
い
て
歩
く
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
概
し
て
足
が

早
い
。
つ
い
て
い
く
の
に
苦
労
す
る
。
足
が
長
い

と
い
う
理
由
も
あ
る
が
、
歩
き
慣
れ
て
い
る
と
い

う
の
が
一
番
の
理
由
だ
ろ
う
。
１
時
間
や
２
時
間

は
平
気
で
歩
く
。
ち
ょ
っ
と
歩
き
ま
し
ょ
う
と
誘

わ
れ
た
ら
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
人

の
ち
ょ
っ
と
は
10
分
程
度
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

の
ち
ょ
っ
と
は
優
に
２
時
間
を
超
え
る
。
菅
野
君

も
息
を
切
ら
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。

10
分
も
歩
く
と
、大
統
領
官
邸
が
見
え
て
き
た
。

日
本
人
時
間
の
ち
ょ
っ
と
で
良
か
っ
た
と
内
心
ほ

っ
と
す
る
。

　

人
、
人
、
人
…
。
官
邸
は
人
で
取
り
囲
ま
れ
て

い
る
。
し
か
も
、
筋
骨
隆
々
の
い
か
に
も
恐
そ
う

な
若
者
た
ち
。
テ
ン
ト
を
張
っ
て
お
粥
や
ボ
ル
シ

チ
を
煮
込
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
も
い
る
。
マ
イ
ダ

ン
革
命
を
思
い
出
し
、
圧
倒
さ
れ
た
。

　
「
皆
、
怒
っ
て
い
ま
す
」

　

タ
ラ
ス
社
長
は

状
況
を
説
明
す

る
。
ニ
ー
ナ
は
お

っ
か
な
い
表
情
を

見
せ
、
夫
に
ぴ
っ

た
り
く
っ
つ
い
て

い
る
。

　
「
何
に
対
し
て

怒
っ
て
い
る
の
で

す
か
。
ロ
シ
ア
と

捕
虜
の
交
換
も
年

末
に
行
わ
れ
た
で

は
あ
り
ま
せ
ん

か
」

　

菅
野
君
は
例
の

真
っ
直
ぐ
な
瞳
を

光
ら
せ
な
が
ら
質
問
す
る
。

　
「
そ
れ
は
そ
う
で
す
が
、
２
０
１
４
年
に
銃
撃

事
件
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
被
告
５
人
を
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
府
が
親
ロ
シ
ア
派
へ
引
き
渡
し
た
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」

　
「
２
０
１
４
年
２
月
、
マ
イ
ダ
ン
で
政
府
に
抗

議
す
る
市
民
１
０
０
人
以
上
を
ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

元
大
統
領
の
治
安
部
隊
員
が
銃
撃
し
た
の
で
す
。

ヤ
ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は
ロ
シ
ア
へ
逃
げ
て
難
を
逃
れ

ま
し
た
が
、
彼
ら
は
捨
て
ら
れ
た
の
で
す
。
哀
れ

と
い
え
ば
哀
れ
で
す
が
、
遺
族
に
と
っ
て
は
当
然

許
せ
ま
せ
ん
」

　

そ
の
と
き
、
雄
叫
び
が
上
が
っ
た
。

　
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
、
フ
イ
ロ
！　

ゼ
レ
ン
ス
キ

ー
、
フ
イ
ロ
！
」

　

妻
に
気
を
遣
い
な
が
ら
タ
ラ
ス
社
長
は
解
説
し

た
。

　
「『
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
、
ち
ん
ぽ
こ
野
郎
！
』
と
な

じ
っ
て
い
ま
す
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く
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ゼレンスキー、フイロ！

ウクライナ

　

こ
ち
ら
は
、
近
鉄
南
大
阪
線
の
昭
和
35
年
ご
ろ
か
ら
走
行
し
始
め
た
不
定
期
有

料
特
急
、
か
も
し
か
号
の
車
両
で
す
。

　

こ
の
５
８
２
０
型
は
、
昭
和
45
年
11
月
29
日
を
も
っ
て
最
終
記
念
運
行
さ
れ
、

そ
の
後
、
廃
車
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
、
初
詣
特
急
・
迎
春
号
で
橿
原
神
宮
行
き
で
す
。

　
撮
影
場
所
　
近
鉄
あ
べ
の
ば
し
駅
構
内

　
撮
影
時
期
　
昭
和
43
年
１
月
３
日

な つ か し い 写 真
〈写真提供〉 読者 ・ 坂口　功

　

も
う
一
度
私
は
、
薄
ら
禿
げ
た
男
に

視
線
を
戻
し
た
。
ぼ
ん
や
り
と
。
景
色

に
溶
け
だ
す
よ
う
に
。

　

男
の
姿
は
煮
崩
れ
を
起
こ
し
た
は
ん

ぺ
ん
の
よ
う
で
あ
る
。
色
合
い
も
、
質

感
も
。
赤
と
青
と
白
と
黒
が
マ
ー
ブ
ル

調
に
入
り
ま
じ
っ
た
顔
面
に
黒
い
点
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
黒

い
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
。
黒
い
点
は

じ
っ
と
し
て
い
た
か
と
思
う
と
、
小
刻
み
に
揺
れ
た

り
し
て
い
る
。
そ
れ
は
１
匹
の
蠅
で
あ
っ
た
。

　

蠅
は
禿
げ
た
男
の
額
に
と
ま
っ
て
い
た
。
い
つ
入

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
男
を
救
急
車
に
乗
せ
た
時
か
、

も
し
か
す
る
と
そ
の
ず
っ
と
前
か
ら
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
蠅
は
男
の
広
い
額
の
上
で
手
を
こ
す
り
、

足
を
こ
す
る
。男
は
そ
の
存
在
に
気
付
い
て
い
な
い
。

ヌ
ー
の
目
の
周
り
に
集
ま
っ
た
大
量
の
蠅
を
思
い
出

し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
あ
る
自
然
保

護
区
の
映
像
で
あ
る
。
目
を
開
け
る
こ
と
さ
え
苦
労

す
る
ほ
ど
の
蠅
の
量
だ
っ
た
が
、
ヌ
ー
は
当
た
り
前

の
ご
と
く
悠
然
と
振
る
舞
っ
て
い
た
。

　

そ
の
時
ふ
と
思
っ

た
。
こ
の
蠅
を
殺
せ

ば
響
子
は
帰
っ
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。

考
え
て
み
れ
ば
、
そ

れ
は
ひ
ど
く
幼
稚
な

発
想
だ
。
し
か
し
そ

の
単
純
な
思
い
つ
き

は
、
私
に
は
確
か
な

説
得
力
を
持
っ
て
響

い
た
。
時
と
し
て
、

人
間
に
は
そ
の
よ
う

な
瞬
間
が
あ
る
こ
と

を
私
達
は
知
っ
て
い

る
。
得
体
の
知
れ
な

い
も
の
に
背
中
を
押

さ
れ
る
体
験
で
あ
る
。
そ
れ
を
勘
違
い
と
い
う
人
も

い
る
。
勘
違
い
だ
ろ
う
が
神
の
お
告
げ
だ
ろ
う
が
、

信
じ
る
も
の
が
で
き
た
時
、
人
は
あ
る
は
ず
の
な
い

力
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
突
如
と
し
て
湧
き
上

が
る
力
。
そ
の
力
が
実
際
に
起
こ
っ
た
と
い
う
事
実

だ
け
で
、
突
き
動
か
さ
れ
る
衝
動
の
存
在
を
認
め
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

響
子
は
私
の
元
へ
帰
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
蠅
は
必
ず
私
の
手
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
。

　

私
が
響
子
の
姉
に
連
絡
し
て
か
ら
４
日
目
の
晩

に
、
響
子
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
そ
れ
は
メ
ー
ル

に
し
て
は
長
過
ぎ
た
。

　
「
突
然
、
あ
な
た
の
前
か
ら
い
な
く
な
っ
て
ご
め

ん
な
さ
い
。

　

私
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
な
た
の
せ

い
で
私
は
以
前
の
私
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

あ
な
た
が
な
ぜ
、
立
ち
直
れ
な
い
く
ら
い
に
こ
れ

ほ
ど
ま
で
私
を
追
い
こ
ん
だ
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

私
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
私
が
気
付
い
て
い
な
い
だ
け
で
、
あ
な

た
の
こ
と
を
傷
つ
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
、
私
は
あ
な
た
を
苛
立
た
せ
て
ば
か
り
で
し

た
。
何
を
す
る
に
も
準
備
が
遅
く
、
頭
も
あ
な
た
ほ

ど
回
ら
な
い
の
で
、
そ
の
度
に
私
に
対
す
る
あ
な
た

の
態
度
が
変
わ
る
こ
と
に
も
気
付
い
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
そ
れ
は
一
過
性
の
も
の
で
、
場
面
が
変
わ

る
と
あ
な
た
の
態
度
が
平
常
に
戻
っ
て
い
た
こ
と
も

知
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
は
穏
や
か
で
、
落
着
い
て
い
て
、
争
い
ご

と
を
好
ま
な
い
人
で
す
。
そ
れ
が
偽
り
の
姿
で
あ
る

わ
け
が
な
い
。
心
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
し
、

実
際
に
私
を
と
て
も
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。

　

だ
か
ら
な
ぜ
、
あ
な
た
が
今
の
よ
う
な
風
に
私
に

対
し
て
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が

こ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

あ
な
た
の
私
に
対
す
る
変
化
は
、
私
を
脅
え
さ
せ

ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
な
た
自
身
が
一
番
よ
く
知
っ
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
私
に
は
そ
の
理

由
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

　

私
は
、
な
ぜ
あ
な
た
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

を
毎
日
考
え
ま
し
た
。

き
っ
と
私
に
非
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
、
た
く
さ

ん
の
時
間
を
使
っ
て
自

分
と
向
き
合
い
ま
し

た
。
ど
ん
な
些
細
な
こ

と
で
も
見
逃
し
は
し
ま

い
と
、
懸
命
で
し
た
。

友
人
に
も
姉
に
も
相
談

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
涙
を
流
し
た
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
は
っ
き
り
と

し
た
答
え
は
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

心
が
摩
耗
し
て
い
く
だ

け
で
し
た
。

　

昔
の
あ
な
た
に
戻
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
、
色
々

な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
食
事
の
内
容
を
豪
華
に
し
て

み
た
り
、
恐
れ
を
捨
て
て
自
分
か
ら
明
る
く
話
し
か

け
て
み
た
り
、
髪
の
色
を
変
え
て
み
た
り
、
可
能
な

限
り
あ
な
た
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
、
あ
な
た

が
一
人
に
な
り
た
い
の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
時
は
あ
な

た
の
そ
ば
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
何
を
や
っ
て
も
、
ど
れ
だ
け
あ
な
た
の
気

持
ち
を
汲
み
取
ろ
う
と
し
て
も
、
あ
な
た
は
変
わ
っ

て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
良
く
な
い
方

へ
進
ん
で
い
る
よ
う
な
気
さ
え
し
ま
し
た
。

　

感
情
を
持
た
な
い
ガ
ラ
ス
玉
の
よ
う
な
そ
の
目
で

見
つ
め
ら
れ
る
度
に
私
は
苦
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
私
は
意
を
決
し
て
あ
な
た
に

訊
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
は

私
は
心
だ
け
で
な
く
、
体
さ
え
も
ぼ
ろ
ぼ

ろ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

私
は
私
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
身
の
危

険
を
感
じ
始
め
た
頃
で
も
あ
り
ま
し
た
」

次
号
（
２
月
15
日
付
）
に
続
く

近八尾行進曲

連載小説⑮連載小説⑮

嶋
津
亮
太
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：2020 年９月必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1995 年４月２日～ 2005 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】2020年10月
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

 物産株式会社

TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mai l  ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所

和歌山営業所
福岡営業所

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフォームはもちろん、
畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

「200年住宅リフォーム理念」一級建築士事務所

はてしない物語
大阪劇フェス 2018 作品賞、スタッフ賞（人形美術、舞台美術）受賞

日　程　令和２年（2020年）２月１日（土）
　　　　13：30～開演（13：00開場）※15:45 終演予定
会　場　八尾プリズムホール
参加費　一般 2,600 円

フレッシュシート 18＜18歳以下＞：2,000 円 　
障がいのある方とその介添えの方（1名様まで）：2,000 円

申込受付　11 月 30日㈯ 10：00～
お問い合わせ　プリズムホール(八尾市文化会館) 1階チケットカウンター

人形劇団クラルテ

想像する力を信じれば自分の未来が見えてくる…
児童文学作家ミヒャエル・エンデの最高傑作。

八尾市・八尾商工八尾市・八尾商工
会議所会議所 年賀交礼会

　

八
尾
市
・
八
尾
商
工
会
議
所
の
年
賀
交
礼
会
が

１
月
６
日
に
八
尾
市
立
総
合
体
育
館
ウ
イ
ン
グ

（
八
尾
市
青
山
町
３
）
で
開
か
れ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
八
尾
市
文
化
新
人
賞
受
賞
者

の
大
森
ヒ
デ
ノ
リ
さ
ん
が
フ
ィ
ド
ル
と
ニ
ッ
ケ
ル

ハ
ル
パ
と
い
う
珍
し
い
弦
楽
器
で
華
や
か
な
演
奏

を
披
露
し
た
。

株
式
会
社

松
下
工
作
所
新
工
場
を
竣
工

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
金
物
製
作
の
拠
点
工
場

東大阪市渋川町１―10―27

TEL06―6727―8280

FAX06―6720―3793

株式会社松下工作所 新工場

挨拶する松下寛史社長

乾杯する野田義和東大阪市長（左）

イ ベ ン ト 情 報
それぞれのヒーローたちそれぞれのヒーローたち

近八尾行進曲近八尾行進曲

大松桂右市長

山口孝満会頭

　

引
き
続
き
八
尾
市
お
よ

び
八
尾
商
工
会
議
所
代
表
者
挨
拶
に
移
り
、
大
松
桂

右
八
尾
市
長
は
「
八
尾
市
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